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論　　文　　の　　要　　旨

　非定形データの応用分野を支援するために雪セマンティクスモデル、オブジェクト指向。拡張可

能ヨ関係データベースの拡張などの新しい流れが提案されているが冒問い合わせの側面から見れば害

いずれの流れも新しいオペレータをサポートしなければならずラ構造情報つまり複合オブジェクト

を表現しラ処理する機能を持たなければならないという共通特徴があげられる。しかし菅ADT／ユー

ザ定義タイプを導入するシステムにおいてヨADTカプセル化が「情報隠蔽」をもたらすため雪最適

化がADTに関する情報を要求することと矛盾することから。問い合わせに含まれるADT関数を如

何に最適化すべきかが課題となっている。一方、複合オブジェクトを扱うシステムにおいてヨ問い

合わせを早く実行するための重要な一環としてヨ有効なバッファリング手法が欠けられない。

　このような観察に基づいてラ本研究では複合オブジェクトの問い合わせ処理システムの構築を目

指してヨADT関数を含む問い合わせの最適化処理と複合オブジェクトの効率的なバッファリングを

問題に取り上げ雪理論的な基礎研究を行ない雪解決する手法を提案した。具体的に，計算コストが

非常に高いADT関数を含む問い合わせに対して言ADT関数の計算回数を減らすための手段として

分解による手法と連結による手法を提案した。分解の手法では事コストモデルを立ててヨこのコス

トモデルに基づいて最適な分解を求める新しいアルゴリズムを提案し害その最適性を証明した。一

方。複合オブジェクト検索を支援するため曾関連オブジェクト問の参照関係を考慮したバッファ管

理方法LRU－Sを提案し事LRU－Sのいくつかの性質を解明した。さらに事シミュレーションによりヨ

この方法はホット1スポット（hot　spot）が存在するトラバーサルに対して有効であるし。複合オブ
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ジェクトが一緒に参照される場合に有効である。さらに。LRU－SはLRUのようにホット1ポイント

（hOt　point）に影響されないことが特徴である。

　これからの課題と展望としてヨより現実的世界に近いシミュレーションをおこない、ルールベー

スに分解などの手法を組み込んでラ問い合わせ処理のシステムの全般を考慮した上で実際に処理シ

ステムを構築することがあげられる。

審　　査　　の　　要　　旨

ADT関数の分解による計算コストの予測をする，アルゴリズムとブッファ管理に対し、LRU－Sに

よる方式を提案しラそれぞれシミュレーションでその有効性を実証した点が評価される。

　よって、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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